















て，北村・佐々木・河井 (2016) は，Twitter について社会心理学的な観点から
定量データを用いて分析しているが，こうした体系的な研究は他にない。また，























































































わかる。LINE と Twitter のアカウントを両方持っている学生は合計で１２５名
と多く，この２つに Instagram か Facebook，あるいは両方を加えた組み合わせ
が主流であることがわかる。なお，LINE のみと回答したのは６名，Twitter の
表１ アカウントの保有状況








































































































表２ アカウントを持っている SNS の組み合わせ










































表３ 主な SNS の利用頻度









































































回答者数 ２６ ６７ ９３
＊ 複数回答のため，回答者に占める比率を示す。
表５ 複数のアカウントを見る時間























合計 ２６ ６７ ９３
表６ アカウントを追加した理由






















































合計 ５８ ９５ １５３
表８ 非表示にした理由































合計 ３２ ３４ ９６
表９ 友達になっているアカウントの削除





























































合計 ２７ ４７ ７４
表１１ SNS に自分の顔を出すか




































































平均 ３．２１ ３．２８ ３．２５
表１４ 会話を終わらせる方法


































































合計 ５５ ９４ １４９
表１６ スタンプの購入方法
男性 女性 合計 比率




















合計 ３８ ８４ １２２
表１７ スタンプの購入基準




































































合計 ５６ ９３ １４９
表１９ LINE の既読無視











合計 ５６ ９３ １４９
表２０ 既読無視の理由






































































合計 ５５ ９３ １４８
表２２ 依存は悪いと思うか











合計 ５４ ９３ １４７
表２３ Twitter，Instagram での「いいね」機能の利用








































合計 ４９ ８３ １３２
表２５ Instagram でのハッシュタグの利用理由































回答者数 １３ ５２ ６５
＊ 複数回答のため，回答者に占める比率を示す。
表２６ Twitter でのハッシュタグ利用











合計 ５１ ８９ １４０
表２７ Twitter でのハッシュタグの利用理由




































































平均 ３．１４５４５ ３．０３２２６ ３．０７４３２
表２９ 信頼できる情報源
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